




















de Dicu、母 子等の愛alnOur mtenlel,mial,dc.、2)異性者間の愛aII10ur ent les sexes
…
nts、3)忠誠心sentiment de側皿籠、4)恋人o可d del'alnourt愛しい人persOme
山嚢司 と定義されている0。 またJ・ フロリ(1992)は、12世紀のaIIlurは「制度的繋









る89例を「1)愛amOur[80例]、 2)友愛 amitiё[8例]、 3)宗教Eligion[1例]」に分
類している(7、また大高順雄(1994)では、大高版における89例を「A)愛情』ヒmn、
愛an10ur(官能的な意味でse“sexllel)[76例]、B)擬人化された愛amOur pesomifё





















































憫の情を表すCttr v 167を除けば、全て同性者同士の愛を表しており。8、 ジョナン



















マリー ・ド・フランスの「レJにおけるamur,amisit6,drllerie    17



























































マリー ・ド0フランスの「レ』におけるamur,amisit6,drllede    19
すdmerieはamolr(愛:G v505,助ド15,v185,J v542)、passion(情熱:屁rV82,v124)、
favms(愛顧 :Lソv267,v317)、hJson(絆:助I v 132,Zソv336)等と、男女間の愛
の証としての具体物を表すdme五eは∽dmux d'arrlour(愛の贈り物:働′v57)、gage





















































































22    マリー 0ド・フランスの「レJにおけるamur,amisit6,druerie
欠となるのである。
註










h9ds modme par Pierre Joni■∞u.craductiorts des C.RM.A>,ポ13,Champio■1982(ジヨナン訳 [リ
シュネル版の現代フランス語訳])/Mぶe de France,レIs(1944),Edtod by Atted Ewen,BLckwen,
re"nted 1987(エヴアート版)。 /ル嵩 ル Mαガι″ Fra″εθ,mdllits,「6 m“s d arlno“s par Lurence










(4)本稿におけるamrに関する考察 (特に第 1章)及び使用箇所一覧は、拙論、「マリー ・ ド・フラン
スの『 レ』におけるarnurという語に関する一考察」、励LLMFょ第6号、大阪市立大学大学院文学
研究科森本研究室、1995、pp.13‐21に修正を加えたものである。
(5)∝Algirdas Julien ecims,Dた″ο"″αゴ″″′b″εゴθ"ル″fα′So L`M弊″Иga(1979〉LrouSSe,1994,p.27.
なお、同項目中、熟語[5)jollr d'arrloЩ 6)par amOS,つpOllr arnour quelの定義は省略した。
(6)Jean Π面,《Amour d sociaёぶ■。mtique au XIr sにcL. exmpL des his de Marie de Frarlce》,h
May`“Иg`,n°98,1992,pp.20‐21
(7)∝Denise McCleuantレ除 αb“l ,″dω Larsル磁 r,θ tt Fra″“,Edittons de l'Univers16 d'm路
1977,p。173.同書においては、どの使用例がどの分類に属するかという個別の情報は記されていない。
それはamurの場合だけでなく、amittiёやdrueHeについても同様である。






記されているため、本稿では「 1‐3.擬人化された愛 (愛の神)」に分類した。なお、ジョナン訳はG v420
を1'AmourN G v430を1■nOurと訳出しており、したがつて、前者を「擬人化された愛」、後者を「愛
というもの」と解釈したと考えられる。













ar″α″″ 膨 あ ″s″ 彪 ″ 撤″ ル ″Fα
'Sι
ルS〃 ar rrr詑ル ,
coll.<Essai9,ポ8,Chmpi吼1981,p.23.










も小文字で表記されている。なお、「 1‐3.擬人化された愛 (愛の神)」 に分類した 7例のうち、ジョ
ナン訳ではG v430のみamOuスアルフ=ランクネル訳では助 v54、EJ v304でのみAmour(ともに行
頭)、 ミー シャ訳では全てAmotrと表記されている。
(1つ G v483と駒 v137に関しては、「男女の愛についてのマリー の考えに関する主要な研究に大いに役












(25)Cf)洒SC MClellant υ .εf∴,p.173.マクレラン ド(197⊃で も、arnistiこの 2使用例の うち 1例(どち






(2つ Alま伝 Julien G“imas,の。c′1,p.185.
(28)Jean ΠOH,art.citё,pp.20‐1.































BURGESS,Glyn S.(1987):動`Lおa/MaガθルFra″εθ.ra7 α″グ(b″:こ獅,Manche■er Univesity Press.DUBUIS,Roger(1992):くくL nOdOn de d″′万θ dans ies Lα「s de Marie de France〉),ルr。″″4ζθ,nり8,pp.391413.



































1)主体=男性の敵対者 :lc:7H)      2)対象=男性の敵対者 :2(G:834/B:10び°).
3)主体=女性の敵対者 :1¢′265).     4)対象=女性の敵対者 :1¢′273).
1‐2.行為の主体、対象のうち少なくともどちらか一方が不特定者である場合 :17
1‐2‐1.行為の主体、対象のどちらか一方が、性別指定のある不特定者である場合 :7
マリー ・ド0フランスの Fレ』におけるamur,amisit6,drucHe    25













2)主体=ギルデリュエック、対象=ギリアドン (女性):l σl 1027)
3)相互的 (女性 :奥方と侍女):1(G:250)
2‐2.行為の主体、対象のどちらか一方が、不特定者である場合 :4
1)主体=領主、対象=家臣達 :16た63)    2)主体=家臣達、対象=王:lo:171)
3)主体=エリデュック、対象=隣人達 :l σ166)4)主体=騎士達、対象=ランヴアル :1¢′24)
3.神への愛 :2[約2%]¢′520/ν1434)

















1)主体=男性、対象=女性 :1(助:124)     2)主体=女性、対象=男性 :3(G:505だИ:66,69)
3)相互的 :5(助:132,185/L′336/EJ:542,579)
1‐2.行為の主体が愛し合う男女の故対者である場合 :2
1)主体=女性の敵対者 :2¢′267,31つ
1‐3.行為の対象が不特定者である場合 :2
1)主体=エキタン、対象=女性 (達):lo:15)2)主体=奥方、対象=男性 (達):lo:82)
2.愛の証としての贈り物を表す場合 :3
1)主体=女性、対象=男性 :3cた57,68/EJ:431)
(文学部非常勤講師)
